
加入国際学術団体に関する調査票 

 

１ 国際学術団体活動状況（内規第 11条 活動報告） 

団

体

名 

和 国際科学史技術史・科学基礎論連合/科学基礎論部門 

英 

International Union of the History and Philosophy 

of Science and Technology/ Division of Logic, 

Methodology and Philosophy of Science and 

Technology  （略称 IUHPST/DLMPST） 

団体 HP（URL） 

（http://www.dlmpst.org/ 

日本学術会議が加盟していることの記載 ○有 ・無 ） 

 （http://www.dlmpst.org/pages/members.php 

の Membership 欄で加盟団体が日本学術会議であることが、学術会議名

と分科会名および事務局住所とともに明記されている。） 

国際学術団体における最近

のトピックについて 

（学術の進歩、当該団体の推

進体制の変化、国際機関・政

府・社会との関わり方等） 

DLMPST は DHST とともに IUHPST を構成し IUHPST 組織とし

て、UNESCOの自然科学系の国際学術会議(ISC :International 

Science Council)に、また DLMPSI と DHST は、それぞれ単独

で、UNESCO の人文科学系統括組織、国際哲学・人文学会議

(CIPSH International Council of Philosophy and Human 

Sciences)に加盟している。 

DLMPST の主要分野は科学・技術の基礎的問題を論じる、論

理、方法論、科学・技術哲学である。科学・技術と社会の関係、

科学・技術や科学技術者のあり方についての議論も対象とし

ている。DLMPST は文理融合的な視点で科学・技術の根本を考

察することを特徴としており、このことを通じて科学・技術の

発展に貢献してきた。下記のように ISC と CIPSH の両組織に

加盟が許されている。（UNESCO 主導で 1940 年代以降に設立さ

れた自然科学・社会科学・人文科学分野の３組織は、現在自然

科学・社会科学系の ISC と人文科学系の CIPSH の２組織体制

となっている。） 

 

＜ISCとの連携＞ 

重要決議への参加、DLMPST 関連分野の ISC 内委員会への委

員輩出、各種 ISCプロジェクトへの積極的参加、ISCとの共催

シンポジウムの開催などを通じて密接に連携している。 

2018年に、ISCの前身団体である国際科学会議（ICSU）と国

際社会科学評議会（ISSC）の合併及び規則改正について承認の

投票を行うなど、ISCの正式な発足当初から、DLMPST は IUHPST

のもとで、その合併の協議や発足後の活動に積極的に参加し

てきた。例えば、DLMPST は ISC の「科学の自由と責任」委員

会に委員を推薦し選出されるなど、DLMPST の専門性を活かし

た貢献を行っている。DLMPSTは IUHPSTを通じて ISCの Gender 

Gap in Scienceプロジェクトなどの ISCプロジェクトに積極

的に参加してきた。2019年 CLMPSTコングレスでも複数のシン

ポジウムを ISCと共催した。 

about:blank
about:blank


2021 年 ISC 総会に向けて IUHPST として Council 候補者を

擁立したが、その際には国内学術会議 IUHPST 分科会は

Japanese Committee として日本学術会議からの役員候補の推

薦を行い、副会長など日本人役員の誕生にも寄与した。 

2015年 DLMPSTは、科学基礎論教育の推進についてのヘルシ

ンキ宣言を総会で採択したが、ここには基礎科学教育の重要

性も強く打ち出され、のちには UNESCOや ISCで取り組まれる

基礎科学の振興に連なる取り組みが始まっている。  

 

＜CIPSH との連携＞ 

DLMPST は人文科学系諸分野を統括する CIPSH (国際哲学人

文学会議:International Council for Philosophy and Human 

Science）にも加盟しており、CIPSH の活動に積極的に参加し

ており、(ISC に対しては DLMPST は DHST との連携組織である

IUHPST を通じて所属しているが、CIPSHに対しては DLMPSTと

DHST はそれぞれ単独で加盟している。) CIPSH 内で人文諸学

の教育や政策の議論に科学技術的観点を含めることの重要性

を指摘してきた。 

その結果もあり、CIPSH は近年特に、「人文諸科学と科学・

技術の新たな関係」を中心テーマの一つと位置付けており、論

理と科学・技術の哲学を主要領域とする DLMPSTとの連携を特

に重視している。CIPSH役員会(Board)には DLMPST代表が選出

されている。特記すべきこととして、DLMPST が CIPSH と共同

提案し、UNESCO会議(2019年)で「UNESCO世界論理デー(UNESCO 

World Logic Day:毎年 1 月 14 日)」の制定が宣言された。

DLMPST は CIPSH と連携してこの世界デーの各国諸活動をコー

ディネートしている。（DLMPST事務局長が担当責任者をつとめ

る。）DLMPST のような純粋学術組織の提案により UNESCO 世界

デーが制定されるのはきわめて稀なことであり、DLMPST 分野

の重要性が広く認められている一例と言うことができる。 

DLMPST は CIPSH 主催の各国際会議でも毎回主要な役割を担

っている。2021 年には欧州人文科学会議での企画、パネル、

会議宣言などに関わった。特に 2022 年には DLMPST との連携

のもとで、CIPSH 評議会と CIPSH 国際会議が東京で開催され

る。CIPSH 東京会議では科学・技術と人文・社会科学を結ぶ

DLMPST の先導的役割が期待されている。特に日本学術会議国

内 IUHPT 分科会とも連携しながら CIPSH 東京会議のオーガナ

イズを行うことになっている。 

 

＜このほかの新設重点諸テーマ＞ 

2019年 DLMPSTプラハ総会・コングレスに向けては新たな重

点テーマとして、「異なる学術文化を架橋する」を決定、人文

科学系諸学の学術文化と科学・技術系諸学の学術文化との「架

橋」をはじめとする、学術文化の架橋の必要性とその方法につ



いて議論してきた。 

UHPSTI を通じて UNESCO などが主導する国際周期表年

2019(IYPT2019)」に参加した。元素の周期律発見 150周年を記

念して科学が人類社会を豊かにしてきたことを改めて確認

し、2019年 CLMPST プラハ・コングレスではこの IYPT 2019 の

記念行事を組み込んだ。 

新しいデジタル環境と個人や社会との関係についての問題

提起や潜在的問題の提起は 2019 年 DLMPST コングレスにおけ

るフェイクニュースなどに関わる特設シンポジウムでも議論

された。それを受ける形で新しいデジタル環境における公平

性、公正性、透明性の問題に取り組むシンポジウムなどを企画

した。（このテーマに特化した DLMPST シンポジウムが日本も

協力して、2021年の DLMPST主要学術活動の一つとして開催さ

れた。人工知能（AI）の哲学、科学技術社会論、アルゴリズム

論、情報論理などの DLMPST分野の融合研究が有効であるとい

う報告がなされ、この手法のプロジェクトが DLMPST内でさら

に進展しつつある。 

 

＜DLMPSTコングレス関連出版＞ 

総会議事録などの記録と大会（コングレス）Proceedingsは

それぞれ継続的に学術誌と専門出版物シリーズとして、長期

にわたり継続して出版している。総会内容も学術成果もとも

に広く公表するというのが DLMPSTの伝統であると言える。 

DLMPST は総会・コングレスを４年に１回開催し、国際規模の

研究交流を進めてきている。コングレス・総会報告は毎回開催

後に Mathematical logic Quarterly誌から出版されている。

大会の学術成果は Proceedingsとして、『Logic, Methodology 

and Philosophy of Science: Proceedings of the 

International Congress for Logic, Methodology, and 

Philosophy of Science』を刊行している。このシリーズは、

論理学、科学基礎論、科学哲学分野での最も定評ある論文選の

一つとなっている。 

（2023 年の総会・コングレスはブエノスアイレスで開催され

る。2027 年の総会・コングレスは日本開催が期待されている。

プラハ総会では DLMPST 会長から特に、日本に対する 2027 年

大会招致提案提出への強い期待が表明された。） 

なお、2019 年コングレスでは日本人が中心となりワークシ

ョップを開催したが、これに関する特別号を欧文学術誌に出

版した。(Annals of Japan Association for Philosophy of 

Science, vol. 30, 2021) 

 

ssssssssss 当該国際学術団

体の対応する分野の学術の

進歩に貢献した事例 

科学・技術の基盤の理解、科学的知識の性格、諸科学理論で

前提とされる概念の明確化などの諸問題に対して、哲学的観

点や論理分析的観点に中心軸を置いた「科学・技術の学」への



貢献をしてきた。科学・技術と社会とのかかわり、科学者・技

術者の倫理の問題の現代的議論に貢献してきた。具体的な科

学と技術の哲学的・論理的基礎論研究の学術・社会への貢献の

例は多数挙げることができる。諸科学理論の変革の理解に対

しては科学哲学的分析の有効性が示されてきた。進化論や量

子力学や情報概念や集合論の解釈をめぐる論争など多くの重

要な論争に哲学的・論理的分析が関わってきた。たとえば、現

代の意識科学を議論したり、AI とこころを比較する議論をす

るには、これまでの哲学的議論を前提にして議論が位置付け

られている。科学的知識や論理の研究は科学や科学的「思考」

のあり方を解明してきた。その時々の社会からの新しいニー

ズにより新たな科学哲学的研究分野が誕生し続けている。エ

ビデンスの哲学、フェイクニュースの哲学などもそのような

例である。科学・技術の社会的問題に対して、哲学・論理によ

り概念整理を提供して問題解決に向けた議論に寄与してい

る。上に言及した、集合論論争に対する貢献とそこから現代の

コンピュータ理論の誕生への貢献は本領域の貢献の典型例と

言える。 

20 世紀初頭、数理的諸学の基盤としての集合論にパラドク

スが発見されたが論理的分析を通じて解決された。この新し

い「論理」研究手法は「計算とは何か」という問いへの探究に

結び付き、現代のコンピュータの計算論的基盤が与えられた。

これらは科学基礎論分野の貢献の典型例として挙げられる。

その後、論理と計算の密接な関係がさらに明らかにされ、計算

機・情報科学基礎論の発展に貢献した。これと並行して、科学

哲学関連分野の「心の哲学」をはじめとする伝統的哲学に影響

を受けながら、「人工知能の哲学」が生れ、認知科学、人工知

能論など他分野と影響を与え合っていると言える。自律的ア

ルゴリズム環境における諸問題も検討されつつある。これは

科学方法論や認識論自体の問題としても重要であるが、個人

生活や社会に関わる面も視野に入れた議論もなされている。

（例えば DLMPT2021 シンポジウムでは、アルゴリズム環境の

公平性、公正性、透明性をテーマとした。） 

上記の＜CIPSHとの連携＞欄でも特記したように、DLMPSTと

CIPSH の提案により 2019 年 UNESCO 会議で「UNESCO 世界論理

デー(World Logic Day)」制定が決議され、科学技術、社会、

人間の理解に共通する論理の役割の貢献と重要性の宣言がな

された。UNESCO 世界デー制定の例は多くあるが、純粋な学術

組織からの提案によって UNESCO 世界デーが制定され、UNESCO

が広くそのテーマの意義を全世界に発信するのは極めてまれ

である。哲学・論理・基礎概念分析から進められた本分野の成

果や影響力が単に学術界だけに留まらず、以下に広く一般に

共有すべきものであるかを物語っている。 

上記のように、現代社会の新しい AIアルゴリズム情報環境



における倫理的問題への取り組みについて触れたが、情報倫

理の広い分野に対しても多くの議論がなされてきた。生命倫

理や科学・技術者の倫理など、社会・科学者活動・倫理を結ぶ

問題性をいち早く学問領域として学術的に取り上げてきたの

も DLMPST分野の特徴であると言える。科学・技術政策論及び

科学・技術教育論についても豊かな研究実績がある。これらが

可能であったのは、本 DLMPSTが、科学・技術的視点と人文・

社会科学視点を同時にもつ研究手法を特徴とするからであ

る。 

 

政策提言や世界の潮流にな

りそうな研究テーマ・研究方

式・研究助成方式等について 

 

2015 年 DLMPST ヘルシンキ総会では科学基礎論の教育の重

要性に関するマニュフェストが採択され、DHST との部門間

Commissionsでの作業も通じて、科学・技術の基礎論と歴史の

教育への改良への努力がなされている。科学・技術の諸問題が

社会や個人生活の問題とますます関係を深める今日において

科学基礎論教育が果たす役割の大きさが改めて指摘された。 

2019年 DLMPSTプラハ総会に向けてはテーマを「異なる学術

文化を架橋する」とすることが決定された。DLPST研究者コミ

ュニティの論理学者たちや科学・技術哲学者たちは人文科学

系研究文化と科学・技術研究文化という異なる研究文化に属

している場合も多くあり研究文化の「架橋」は DLMPST にとっ

て重要である。大会では異なる研究文化間が交流しやすいプ

ログラムを組む工夫がなされた。学術研究文化間を横断する

交流と融合が学術発展のためにいま求められていることが大

会で確認された。この、科学・技術系研究文化と人文・社会科

学系研究文化との架橋の問題は、単に DLMPST 内の問題ではな

く、科学・技術と人間生活・社会を結ぶ研究全体に共通する問

題性を含んでおり、プラハ大会後も続けられる。 

DLMPST は役員組織におけるジェンダー差別をなくし、文化

の多様性に考慮する努力を続けてきた。IUHPSTとしても 2017

年には研究者の gender equalityに関する国際調査を行った。

また IUHPST は ICSU-現 ISC の「科学におけるジェンダーギ

ャッププロジェクト(Gender Gap in Science.)」に積極的に

参加してきた。DLMPST は「特に数学・計算機科学・自然科学

分野におけるジェンダーギャップ」プロジェクトに取り組み、

「科学におけるジェンダーギャップ」の諸会議への代表団派

遣(2017 年パリ会議、2017年台北会議)、ジェンダーギャップ

調査支援を行い、2019 年プラハ大会（コングレス）において

ジェンダーギャッププロジェクトについての総合報告シンポ

ジウムを開催した。プラハ大会ではジェンダー及び世界の地

域間のバランス、学術研究文化バランスを十分に考慮に入れ

た各種委員会構成を実践した。 

2019 年 DLMPST プラハ大会において ISC との共催シンポジ

ウム Denial of facts: Instrumentation of science, 



criticism, and fake news dealing with the important 

interface between philosophy of science and science 

policy を開催し、特に情報ネットワーク社会におけるフェイ

クニュースなどの新しい諸問題を取り上げた。情報科学・技術

と人文・社会科学の両面を横断する諸問題が大会終了後も

DLMPST で議論された。 

2019年に DLMPSTにより、デジタル情報環境と社会について

の専門家間シンポジウムを開催することが企画された。情報

ネットワーク社会における情報アルゴリズムシステムの「平

等性」「公正性」「透明性・説明可能性」についての社会的諸問

題を同定し、科学・技術者と科学・技術哲学者、論理学者の間

で議論する場とした。このシンポジウムプロジェクトは、日本

学術会議国内 IUHPST分科会の協力学協会である科学基礎論学

会との共同企画の形で進められた。(「形式システムの公平性、

公正性、透明性：科学技術に支配されつつある現代社会のため

の挑戦」2021年 6月 19日開催) 

UNESCO は、2019 年を「元素の周期表（Periodic Table of 

Chemical Elements）の 150 周年（IYPT）」と定めた。DLMPST

においてもこの IYPTに向けた準備を進め、2019年プラハ大会

においてその学術的意義を議論する場を設定した。国内でも

科学史との連携で基礎科学や科学進歩と社会の関係を議論す

る場の創出方法として参考になろう。 

DLMPST が積極的に参加し企画に加わった UNESCO-CIPSH 欧

州人文(European Humanities)会議(2021 年５月)では人文諸

科学の研究環境、教育環境などに関する向上に向けたリスボ

ン声明が出された。 

DLMPST の主要分野の一つである「論理」が現代科学・技術

と社会に与えた意義の大きさの認識を、学術界、教育界、各国

政府レベル、民間・産業界レベルで共有することを目的として

UNESCO「世界論理デー」の制定が 2019 年 UNESCO 会議で宣言

された。現代の社会や個人生活を取り巻くデジタル情報環境

における AI の倫理などを問い直す機会ともなることも

UNESCO 事務局長声明で示されている。    

上記のように、DLMPSTは 2021年主要行事として、DLMPST独

自の視点に立ったアルゴリズム環境社会の公平性・透明性研

究の科学技術－人文社会統合型共同研究のアプローチを提案

した。(2021 年 DLMPSTシンポジウム) 

 

日本人役員によるイニシア

ティブ事項や日本からの参

加によって進展や成果があ

ったものについて 

 

DLMPST の名称変更（Logic, Methodology and Philosophy 

of Science and Technology の Technologyを追加する決定）

についての協議(2015年)と表示法及びロゴの決定(2016年)と

いう基本協議事項の議論に日本人 Council 役員が貢献した。 

新しいデジタル環境と個人や社会との関係についての問題

提起や潜在的問題の提起が日本人 Council 委員のイニシアテ



ィブで企画された。これに基づき、DLMPSTシンポジウムが 2021

年に開催された。関連分野の科学・技術系と人文・社会科学系

を横断する DLMPSTの特徴を最大限活かした研究のスタイルが

提案された。日本シンポジウムは DLMPST2021年の２つの中核

学術活動の一つと位置付けられた。国内 IUHPST協力学協会で

ある科学基礎が共催団体として協力した。 

2019 年プラハ大会の大会内ワークショップでの討議に基づ

いて、日本人オーガナイザーたちが中心となり、ワークショッ

プテーマの特別号が欧文学術誌に出版された。(「統計学の哲

学:Philosophy of Statistics」特集号 Annals of Japan 

Association for Philosophy of Science, vol. 30, 2021) 

DLMPST-Council 日本人委員ら日本側のイニシアティブによ

り、DLMPST の人文科学系上位組織 CIPSH(哲学人文学会議)の

次期総会及び国際会議が 2023年 8月に東京で開催されること

が決まった。 

UNESCO「世界論理デー(World Logic Day)」の本格的活動が

DLMPST を中心に CIPSHで 2021年より開始されたが、日本から

も積極的で継続的に活動参加を行っている。登録公式学術事

業や広報にも関わっている。 

DLMPST の主要団体メンバーである JSL（国際記号論理学会）

では 2016年に常設地域委員会をアジア地区に設置した。設置

以来、日本人委員が役員を務めており、この地域委員会が隔年

開催する Asian Logic Conferenceの委員会でも常に日本人委

員が加わっている。 

Council 日本委員は DLMPST 関連学協会とも連携し、旅費補

助などで日本人若手女性研究者に DLMPST大会発表機会が与え

られる、研究者の育成につながるよう努力してきた。(一例を

挙げると、発表旅費支援を受けて 2019年プラハ大会で発表に

おける専門家からの批判的コメントをもとに改良した論文が

学位論文となり、女性若手研究者が博士学位を取得した。) 

 

加入していることによる日

本学術会議、学会、日本国民

への変化やメリットについ

て 

<日本学術会議へのメリット> 

 科学・技術の諸問題に対する哲学的・方法論的議論及び科

学・技術の基礎に対する論理的議論は、科学・技術の進歩とと

もに常に新展開し続けている。この領域の国際的代表組織で

ある DLMPSTはこれら議論展開の場および情報集約の場を提供

している。これらの国際的議論に参加し新しい問題性や成果

の情報を得ることは日本における科学・技術の発展のために

重要であり、それは日本学術会議にとってのメリットである。

科学・技術の新しい問題性の同定や議論に日本からも参加し

て影響力を与えることもメリットと言える。人文科学的分析

法も用いながら科学・技術の現代的議論を学術的に展開する

領域は少なく、日本学術会議の科学・技術推進事業にとって欠

くことができない要素を持つと考えられる。 



DLMPST は DHSTとともに、ISCだけではなく、人文諸科学を

統括する CIPSHとも深い繋がりを持つ。CIPSH は国家アカデミ

ー自体は直接会員とはなれないが、DLMPSTは（DHSTとともに）、

ISC と CIPSH の両者で活動している特別な立場にあることか

ら、両者の学術情報・動向を国内学術界で共有するために特別

な役割を果たし得る。現代社会ではこれまでにも増して、科

学・技術と人文科学、社会科学が接近する局面が多くあり、科

学・技術とそれらの社会科学的・哲学的・論理学的側面との両

者を横断的に専門としている DLMPSTの役割は大きいと考えら

れる。特に、科学・技術と社会にまたがる CIPSH 側議論の動向

を日本学術会議内で共有する役割を果し得る。 

 

<諸学会へのメリット> 

DLMPST に所属し、DLMPST分野の最先端の研究の動向を関連

国内諸学会と共有することは我が国の本分野の学術水準の国

際的優位を今後も維持するために不可欠である。また、DLMPST

の研究者交流の枠組みを利用して国際的第一線の研究者たち

と密接のコンタクトを取ることは、国内関連諸学会がシンポ

ジウム国際組織委員会を選ぶ場合や、国内関連諸学会が欧文

誌や欧文論文掲載誌などの国際レフェリーを選ぶうえで重要

である。諸学会に多くのメリットがある。また、DLMPST と密

接に関係する国内学協会と関連諸学会及びそれら学会の幅広

い学会員に直接的利益をもたらしている。 

2019 年に企画された DLMPST シンポジウムが 2021 年に日本

で開催され、日本の学協会が共同開催団体となりこの年の学

会中心行事に位置付けられた。2019 年の総会に向けて関連諸

学会の連帯的協力体制の下で招致運動を行った経緯がある。

このことも国内の主要諸学会が DLMPSTを重要視しており、実

質的に国際上位組織として DLMPSTの学術研究動向や方針・指

針を重視していることを物語っている。（南半球、南アメリカ

からの初めての招致があり、そちらに譲る形で僅差で 2019年

開催に至らなかったが、次回の招致に対する期待が DLMPST会

長らから表明された。）これらの反応からも DLMPST が国内学

会にいかに影響力を持つかを示している。 

DLMPST が DHSTとの Inter-Division Commisionを通じて学

術協力体制を強化することを受けて、国内 DLMPST分野の学協

会の科学基礎論学会と国内 DHST分野の日本科学史学会との間

で共同主催セッションを年次大会時に設定する試みがなされ

た。また、両学協会間の会員が自由に相互の年次大会に参加で

きる制度も定着するに至った。これらも DLMPSTの方針が国内

の学術界の新しい試みに持続的に影響した例と言える。 

 

その他（若手研究者・女性研

究者育成法、科学者の倫理に

＜研究者組織＞ 

若手研究者の研究や学会支援、発展途上国からの学会参加



関する当該国際学術団体の

基本方針や憲章、資金提供ソ

ースの発掘における画期的

な方策等の特記事項など） 

補助などを行ってきた。また、財政状況が充分でない学術会合

企画者たちに対して Conference Grants で部分的援助をして

いる。 

ジェンダー平等の基本方針については、さらに進んだ倫理

規定作成を目的として、DHSTとともに、IUHPSTレベルの作業

委員会を設置し、作業を進めている。DLMSTが推薦した候補が

ISC「科学の自由と責任」委員会委員に選任され、この分野で

も ISCと連携している。 

DLMPST 役員会はジェンダー差別のない配置が考慮されてき

た。 DLMPSTは IUHPSTを通じて、ISCの Gender Gap in Science 

プロジェクトに積極的に参加してきた。2017 年には研究者の

gender equalityに関する国際調査を行った。Gender Gap 会

議（2017年パリ、台北）に派遣団を送るとともに、2019年プ

ラハ総会・大会で Gender Gapプロジェクトのシンポジウムを

開催した。DLMPST の役員配置にはジェンダーや出身地バラン

スが十分に配慮されている。総会・大会開催地に関しては、欧

州に偏りがちだったが、地域差が生じないよう努力がなされ

てた。 

AI・デジタル環境のアルゴリズムの公平性・公正性・透明性

の問題に新たに取り組んでいる。DLMPST の持つ専門性を発揮

した新しい視点を提案している。特に、DLMPSTの 2021年主要

会議テーマ会議として DLMPST主催シンポジウムを日本で開催

した。情報論理、アルゴリズム論、AI の哲学、科学研究方法

論と機械学習方法論の観点から、この社会的問題の同定と解

決の目指す人文科学と科学・技術の共同研究のあり方が示さ

れた。デジタル環境のアルゴリズムが生成する差別の諸問題

についても議論された。 

 

 

２ 今後の予定について（内規第 11条 活動報告） 

総会、理事会の日本開催の予

定について（招致等の予定も

含め） 

2019年の総会で DLMPST会長から、日本からの次回総会招致

への期待が表明された。招致を前提に検討・準備を進めてい

る。 

DLMPST で 2021 年の中心学術活動と位置づけられたシンポ

ジウムは 2019年に日本人委員が企画に積極的に関わり、日本

で 2021 年６月開催された。（「形式体系の公平性・公正性・透

明性：科学技術により支配されつつある現代社会のための挑

戦」IUHPST分科会協力学協会科学基礎論学会との共催） 

DLMPSTの人文科学系上位組織である CIPSH(国際哲学人文学

会議)の総会び国際会議は 2023 年に東京で開催することが決

定している。DLMPST 及び DHST をはじめ、人文科学主要 20 分

野を超える国際学会連合の参加が予定されている。現代社会

において人文科学と科学・技術を繋ぐことの重要さ、西洋的視

点による人文科学とは異なる世界人文科学のさらなる構築の



重要さ、などのテーマを日本側が提案している。 

 

日本人の役員立候補等の予

定について 

過去に、副会長を含む役員、主催国際行事委員、大会（コン

グレス）委員などを日本人が務めてきたが、次回総会でも

Council 委員を含む役員立候補を立てる。 

2027 年総会・コングレスの招致を計画しており、招致が実

現すると Organizing Committeeなどの委員の多くに日本人が

就くこととなる。 

DLMPSTの人文科学系上位組織である CIPSH(国際哲学人文学

会議)の次期総会・国際会議が 2023 年に日本で開催されるこ

とが決まっている。日本人の多くが各種委員となりプログラ

ム企画及び開催準備が進められる。 

DLMPST の主要所属団体メンバーにも日本人役員の就任が期

待される。例えば DLMPST 設立以来の DLMPST の主要団体メン

バーである ASL（国際記号論理学会）のアジア地区常設委員会

など、アジアを代表する DLMPT 分野の役員枠に今後も日本人

が今後も就くことが予想される。 

 

現在、検討中の日本からの提

言や推進するプロジェト等

の動きについて 

上記のように、新たなデジタル情報技術環境における社会・

個人生活のための公平性・公正性・透明性の問題を議論するこ

との重要性が日本から DLMPSTに提案された。DLMPST Council

の決定を受け、DLMPT と日本側 DLMPST 分野研究者らがこのテ

ーマの国際シンポジウム開催に向けて議論した。(IUHPST 分科

会の協力学協会である-科学基礎論学会共同主催団体となり、

2021年にシンポジウムを開催した。この学術活動は DLMPSTの

2021年の二つの主要学術活動の一つと位置付けられた。 

DLMPST はその上位組織 CIPSH(哲学・人文学評議会)ととも

に、2019年 UNESCO会議で「世界論理デー：UNESCO World Logic 

Day（毎年 1 月 14 日）」を提案し UNESCO 会議で可決され制定

された。日本はこの世界論理デー行事に積極的に参加してい

る。世界論理デー関連事業は 2021年から本格化した。日本か

らは、論理的不一致の研究を通じて議論やコミュニケーショ

ンの不一致を克服することを目指す、「論理とリーズニングの

不一致」というテーマの基礎研究を提案している。 

DLMPST の人文科学系上位組織 CIPSH(哲学人文学会議)の次

期大会のテーマとして、「人文科学と科学・技術」、「世界人文

科学」などのいくつかのテーマを提案している。人文諸科学の

研究・教育にとって科学・技術の視点が不可欠であること、西

洋的視点を中心にしてきた人文諸科学を「世界人文学」とする

ためにアジア・アフリカ・中南米などの視点を加えることが重

要であることなどを、2023 年の東京開催 CIPSH 大会のテーマ

に加える提案をしている。 

 

 



３ 国際学術団体会議開催状況（内規第 11条 活動報告） 

総会・理

事会・各

種委員会

等の状況 

 

総会開催状況 

2023 年 7 月(主催地:ブエノスアイレス)予定 

2019 年８月 (主催地：プラハ) 

2015 年８月（開催地：ヘルシンキ） 

理事会・役員

会等開催状況 

2021 年 11 月 評議委員会（オンライン開催） 

2019 年８月  評議委員会(プラハ（２回開催）) 

2017 年 11 月-12 月 評議委員会 

2015 年８月  評議会 ヘルシンキ 

このほか評議会は、2016 年 1 月に組織明証変更の確認に関わる

臨時持ち回り会合を持つなど、多くの持ち回り会合形式で協議を

進めた。 

各種委員会

開催状況 

 

2021 年８月 DHST/DLMPST Joint Commission 

2019 年８月 HST/DLMPST Joint Commissio(プラハ) 

2017 年７月 DHST/DLMPST Joint Commission (リオデジャネイロ) 

2015 年 DHST/DLMPST Joint Commission (ヘルシンキ) 

他の Commissions 委員会開催状況及び開催会合状況の詳細につ

いては DLMPST の次の URLを参照： 

http://dlmps.org/pages/commissions.php 

 

研究集会・会

議等開催状

況 

2022 年 1 月 UNESCO World Logic Day (DLMPST 事務局長が CIPSH-

World Logic Day Cpprdinator) (Paris など) 

2021 年 12 月 CIPSH（DLMPST の人文科学系上位組織) The 

Humanities, the SDGs and the Demand on the 

Humanities/Human Sciences for Social Relevance:Thinking 

and Rethinking Opportunities and Methodological Issues 

(Odense) 

2021 年 7 月 IDTC Symposium: Designing Curricula as an 

Interdisciplinary Programmed Framework in the History of 

Science & Scientific–Technical Teachin, DHST コングレス

内 Inter Division Committee 主催シンポジウム (Prague) 

2021 年 6 月 DLMPST Symposium “Fairness, Integrity and 

Transparency in Formal Systems: Challenges for Society 

Inscresingly Dominated by Technology”, co-organized by 

the Japan Association for Philosophy of Science (Osaka) 

2021 年 1 月 UNESCO World Logic Day (DLMPST 事務局長が CIPSH-

World Logic Day Cpprdinator ) (Paris など) 

2020 年 10 月  History and Philosophy of Computing” 

Conference (HaPoC) (Zürich) 

2019 年 6 月 4th SILFS Postgraduate Conference on Logic and 

Philosophy of Sciences  (Urbino） 

2018 年 8 月 Conference of Mathematical Logic . A satellite 

event to the International Congress of Mathematicians 

(Niterói) 

2018 年 9 月 IDTC Symposium at the European Society for the 

about:blank


History of Science (ESHS), 14th-17th September (London) 

2017 年  12 月  Global Perspectives on Reasoning and 

Scientific Method. Workshop of the Division for Logic, 

Methodology, and Philosophy of Science and Technology 

(Salzburg) 

2017 年 10 月 2nd International Summer School for Sciences, 

History and Philosophy of Sciences, Technology, & 

Education (Llle) 

2017 年８月 Symposium on Logic, Methodology, and Philosophy 

of Science and Technology at the World Humanities 

Conference（Liege） 

 

このほかの DLMPST が支援する会議: 

2019年 7月 CiE 2019: Computability in Europe 2019 ,(Durham) 

2019 年 4 月 Workshop “Responsible Research and Innovation: 

An HPS/STS Agenda”（Canberra） 

2019 年 3 月 PTS3: Proof-Theoretic Semantics: Assessment and 

Future Perspectives. 3rd Tübingen Conference on Proof-

Theoretic Semantics (Tübingen) 

2018 年 11 月 29th Novembertagung : “History of Mathematical 

Concepts and Conceptual History of Mathematics”(Seville) 

2018 年 11 月 IX SLMFCE: IX Congress of the Spanish Society 

of Logic, Methodology and Philosophy (Madrid) 

2018 年 9 月 LSFA 2018: 13th Workshop on Logical and Semantic 

Frameworks with Applications  (Fortaleza) 

2017 年 3 月 Workshop “Consequence and Paradox between Truth 

and Proof”(Tübingen) 

2017 年 7 月 SILFS 2017: Triennial International Conference 

of the Italian Society for Logic and Philosophy of 

Science(Bologna) 

2017 年 7 月 Humboldt-Kolleg “Proof Theory as Mathesis 

Universalis (Como) 

 

上記会議等への日本人の

参加・出席状況及び予定 

2023 年 8 月 DLMPST の人文科学系上位組織 CIPSH の総会及び

国際会議（東京）が東京で開催される。2019 年に日本人８名によ

る準備委員会が設置され CIPSH と共同して準備が進められてき

た。日本から約 100 人の参加が予定されている。 

2023年 7月 DLMPSTブエノスアイレス総会及び大会へ４名派遣

団を派遣する。主要シンポジウム提案をはじめとして積極的に企

画提案をする。次期総会・コングレス招致についても積極的に検

討を進めている。約 30人の日本人が参加予定。近い将来の DLMPST

総会招致については 2018 年 9 月以来日本で準備が重ねられてき

た。 

2019 年に計画され、DLMPSTの 2021 年主要活動と位置付けられ



た DLMPSTシンポジウム(2021年６月)は日本のイニシアティブに

より進められ、日本から合計６人の登壇者が選出された。企画広

報に日本が深くかかって進められた。日本からも約 50 名の専門

的研究者が参加した。 

2022 年 1 月 UNESCO World Logic Day の CIPSH Event には日

本学術会議国内 IUHPST 分科会と連携して日本も参加した。日本

から約 40 人参加があった。（UNESCO World Logic Day CIPSH 

Event は DLMPST 事務局長が Cordinator を務めている。） 

2019 年８月 DLMPST 総会・コングレス(及び ASL コロキウムと

の共同セッション)には日本から４名の派遣団が派遣された。日

本からの企画によるワークショップ開催があり、会議後に欧文学

術誌特別号としてその内容がまとめられた。日本人が複数のセッ

ション座長を務めた。２回の評議会(Council)に日本人委員が参

加した。 

2018 年 12 月 DHST 委員会の DLMPST 代表として日本人が参加

した。 

2017年 11月-12月 DLMPST評議内(Council)に日本人委員が参

加した。(ザルツブルク) 

2017 年 12 月 ザルツブルク会議 Global Perspectives on 

Reasoning and Scientific Method. では日本人が招待講演を行

った。 

2015 年 8 月 DLMPS ヘルシンキ総会及びコングレス年（及び併

設 ASL コロキウム共同セッション）には日本人約 30 人が参加し

た 

国際学術団体における日

本人の役員等への就任状

況 

役職名 役職就任期間 氏名 

会員、連

携会員の

別 

Assessor 2016～2019 岡田光弘 (  期）

会員・連携 

Assessor 2012～2015 八杉満利子 (  期）

会員・連携 

vice 

president 

2008～2011 内井惣七 (  期）

会員・連携 

そ の 他 の

DLMPST 委員 

～  (  期）

会員・連携 

共 同 委 員 長

(Co-

Organizer) 

 

2019～2021 岡田光弘(DIMPST-

Secretary-

General と共同担

当) 

(２５期）

会員・連携 

出版物 

１ 定期的（年 回） 主な出版物名 

 

２ 不定期（４年ごとのコングレス後） 主な出版物名 Proceedings of the 

International Congress for Logic, Methodology, and Philosophy of Science, 

College Publications, UK 



活動状況分かる年次報告等があれば添付又は URL を記載 

4 年ごとの総会及びコングレスでの総合報告（4 年間の各年の会計報告を含む） 

http://dlmps.org/pages/past-congresses/bulletin23.php 

次の国際学術誌上でもこの分野の研究コミュニティに広く公開されている。 

Math. Log. Quart. 65, No. 4, 394–406 (2019) / DOI 10.1002/malq.201990001 

Division of Logic, Methodology and Philosophy of Science and Technology of the 

International Union of History and Philosophy of Science and Technology Bulletin No. 

23 - 2019 - Mathematical Logic Quarterly - Wiley Online Library 

主要活動記録全般については次の Webpage に掲載されている。  

DLMPST https://dlmps.org/ 

 
2019 年総会議事録とともに４年間の財政報告と収支報告明細を公開 

Math. Log. Quart. 65, No. 4, 394–406 (2019) / 

日本の毎年の分担金は 1,200 米ドル(米国につぐ２番目の投票権（４票）保有国) 

Division of Logic, Methodology and Philosophy of Science and Technology 

of the international union of History and Philosophy of Science  

and Technology /Division of Logic, Methodolo Bulletin No. 23 (wiley.com) 

 

４ 国際学術団体に関する基礎的事項（内規第 3条、4条、5条） 

国
内
委
員
会
（
内
規
４
条
第
３
号
） 

委員会名 IUHPST 分科会 

委員長名 木本忠昭  

活動状況 

（開催日時 主な審議事項等） 

第 24期・第 1回：平成 29 年 12月 27日 DHST リオデ

ジャネイロ国際会議報告および参加報告書を作

成、同国際会議での新動向と日本での今後の課

題を検討。同書の国内普及の件。新役員選出。今

期活動計画を検討した。 

第 24期・第 2回：平成 30 年 11月 18日 DLMPST国際

会議準備報告・代表派遣候補者の検討。IUHPST

（DHST と DLMPST）が自然科学分野等の「科学プ

ロジェクトにおける性格差に関する国際アンケ

ート調査」実施を国内でも協力し、科学史科学哲

学基礎論関係の学協会に広めた点の状況検討・

国際組織加盟団体調査報告書作成の件。 

第 24期・第 3回：令和元年 12月 28日 DHST 評議会報

告。DLMPST国際会議報告書提出と DLMPST国際会

議(CLMPST)第 16回国際科学・技術の哲学及論理

哲学方法論会議)報告を受け国際会議の動向と

日本の課題を検討。来年度国際会議の代表派遣

候補者を検討決定。今後の活動計画を検討した。 

第 25期・第 1回：令和 2年 11月 29日（zoom） 役員

選出・分科会メンバー確定・DHST プラハ国際会

議に向けて DHST役員立候補推薦の検討と派遣準

about:blank
about:blank
about:blank
about:blank
about:blank


備。プラハ会議での日本学術会議会員任命問題

の報告の可能性の打ち合わせを行うこと。 

第 25期・第 2回：令和 3年 2月 13日 (zoom)日本学術

会議分科会活動アンケートへの回答内容を検

討・DHST プラハ国際会議準備対応・役員立候補

推薦状況の確認と対応。 

＜令和３年 2 月 14～17 日分科会活動アンケート回答

についてメール審議＞ 

第 25 期・第 3 回：令和３年 3 月 27 日（zoom）DHST プ

ラハ国際会議準備・役員立候補での他国からの

推薦受諾の検討・本分科会特任連携会員追加の

件。分科会役員交代を検討。 

第 25 期・第４回：令和３年 10 月 30 日 DHSTプラ

ハ国際会議の報告：橋本連携会員の第一副会長

当選。プラハ国際会議には運営上改善すべき問

題点があったことを DHSTに伝えることとした。

国際会議で提起された先進的な動きと今後の日

本の活動課題についての検討。分科会第 3 回会

議以降、日本学術会議会長に、CIPSHと日本学術

会議との連携強化を図り、人文系学問分野での

日本学術会議の役割強化を図ることの提言をし

た件。同時に学術会議の提言活動の改革につい

ての問題点を進言した件での状況と今後の対応

についての検討。 

（予定） 

2021 年 12 月 14 -17 日（CIPSH 哲学人文学会議参

加） 

2022年１月 14-15日 UNESCO世界論理デー国内行

事参加 

 

CIPSH哲学人文学会議の日本開催準備 

 

内
規
第
３
（
国
際
学
術
団
体
の
要

件
関
係
） 

国際学術交流を目的とする非政府的かつ非営利的団体である 

①．該当する   ２．該当しない 

※根拠となる定款・規程等の添付又は URL を記載 

http://dlmps.org/pages/statutes.php   ARTICLE 1 

 各国の公的学術機関及び学術研究団体等が国際学術団体に国を代表する資格を 

有して加入するものが、 

主たる構成員となっている（主たる構成員が、いわゆる「国家会員」であるか否か） 

①．該当する   ２．該当しない 

※根拠となる資料の添付又は URL を記載 

http://dlmps.org/pages/statutes.php  ARTICLE 4 
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下記の事項（ア～エ）のいずれか一つに該当するか（該当するものに○印） 

○ア 個々の学術の専門分野における統一的かつ世界的な組織を有するもの 

イ研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、統一的かつ世界的な組織を 

もの 

ウ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、ア又はイの国際学術団体を 

連合した世界的組織を有するもの 

エ 構成員のうち、各国代表会員がアジア地域等我が国が関係する地域等に限られる 

ものであって、当該国際学術団体の研究の領域が複数の専門分野にわたるもの 

10 ヵ国を超える各国代表会員が加入している 

①．該当する   ２．該当しない 

※根拠となる資料の URL. 

http://dlmps.org/pages/members.php  加入国情報 

加入国数及び主要な

各国代表会員を 

10 記載 

38 ヶ国、12 国際組織 

各国代表会員名／国名 

・ National Committee: Committee for Logic, Methodology and 

Philosophy of Science/フィンランド 

・Committee for Logic, Methodology and Philosophy of Science, 

provided by the Chinese Society for the Dialectics of Nature 

and the Chinese Society for Logic/中国 

・Comité National Français d'Histoire et de Philosophie des 

Sciences et des Techniques/フランス 

・Committee for Logic, Methodology and Philosophy of Science, 

provided by the Deutsche Vereinigung für Mathematische Logik 

und für Grundlagenforschung der Exakten Wissenschaften 

(DVMLG)./ ドイツ 

・Committee for IUHPS,Indian National Science Academy/インド 

・National Committee provided by Società Italiana di Logica    

e Filosofia delle Scienze (SILFS))/イタリア 

・National  Committee for Logic, Methodology and Philosophy of 

Science/チェコ 

・National Committee for Logic, Methodology and Philosophy of 

Science and Technology for the Russian Federation /ロシア連

邦 

・Committee for Logic, Methodology and Philosophy of Science, 

provided by the British Society for the Philosophy of 

Science/英国 

・ U.S. Consortium for the History and Philosophy and 

Science/United States of America （ Members: HOPOS, HSS, 

ISHPSSB, PS, SHOT, SLSA, AAHM）/アメリカ合衆国 
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